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【要  旨】  
本研究は小児集中治療患者における深部体温計 SpotOn の信頼性を評価する
目的で行われた初めての研究である。横浜市立大学附属病院で 2015 年 2 月から
2016 年 4 月までに集中治療室に入室した体重 10kg 以下の小児重症患者を対象
とした。SpotOn で測定した体温と直腸温のデータを 1 分おきに記録し、後ろ向
きに解析した。30 名の患者が対象となり、月齢の中央値は 4.5 か月、体重の中
央値は 5.6kg であった。 25 名は心臓手術後に入室した患者であった。計 53492
対の SpotOn と直腸温のデータを解析した。両者の Pearson の相関係数は
0.729(p<0.001)で あ り 、 SpotOn と 直 腸 温 に は 一 定 の 相 関 が み ら れ た が 、
Bland-Altman 解析の結果両者の差は 0.87℃ (SD:0.51℃ )、 95%信頼区間は -0.14
～ 1.83℃であり、SpotOn の方がより高い値を示した。両者の差が体温測定の誤
差として一般に許容される 0.5℃以内に収まったのは 15385 対 (28.8%)のみであ
った。結果として、 10kg 以下の小児集中治療患者では SpotOn の信頼性は低い
ため、その使用には注意が必要である。  
   
